
一 般 質 問 通 告 順 序 表 

№1（平成 29 年 9 月 6 日） 

番

号 
質 問 者 質問の相手 質 問 の 要 旨 

１ 東  育 代 

市 長 

 

教 育 長 

1. 医療費抑制について 
 新国民健康保険制度への移行に伴い、国民健康保険税が高くなる 

と想定される。医療費抑制へ向けた取り組みについて伺う。 

2. 郷土芸能の保存・継承について 
 高齢化や人口減少などの中、郷土芸能の保存や次世代へ継承する 

為の取り組みについて伺う。 

 

２ 福 田  清 宏 市 長 

1. 沿岸漁業の振興について 
(1) 市内、四漁業協同組合前浜の藻場の状況について、伺う。 

(2) 平成 21年 9月に予算化された藻場の造成、食害生物・ウニの除

去等の活動を支援する「環境生態系保全活動支援事業」や「水産

多面的機能発揮対策事業」の今日までの活動状況と効果について、

伺う。 

(3) 藻場の回復・造成のために、漁協・水産高校・鹿児島県水産技

術開発センター等、3 者の取り組みを主導する施策は考えていな

いか、伺う。 

2. いちき串木野市交流センター条例について 
(1) （使用料）第 12条第 3項は「第 1項の規定にかかわらず、指定

管理者に管理を行わせる場合においては、同項に定める額の範囲

内で当該指定管理者が市長の承認を得て当該料金（以下「利用料

金」という。）を定めることができる。」とある。 

 ①どのような場合に、定めることができるか、伺う。 

 ②これに該当する事例があるか、伺う。 

(2) 同条第 4項中、「指定管理者の収入」の計上先について伺う。 

3. 自治公民館建設整備事業補助金について 
(1) 住民の高齢化や世帯減少等を考慮して、補助率三分の一を二分

の一に、上げることはできないか、伺う。 

(2) まちづくり計画事業補助金（ハード）を活用できないか、伺う。 

4. コミュニティバスの運行について 
(1) 現在までの取り組みと今後の施策について伺う。 

(2) 運行を希望する地区の取り組みについて伺う。 

(3) ふるさと納税の使途目的に、コミュニティバス運行の項目があ

るか、伺う。 

5. 交通安全対策について 
 都心平江線の街灯（都市建設課 109）は、塩田川を照らすとのこ

とであるが、路上を明るくするために、西側車道寄りに移動するこ

とはできないか、伺う。 

6. 在宅寝たきり者等介護手当の増額について 
在宅寝たきり者又は重度認知症者を長期にわたって、介護されて

いる方々に対し、親族扶養のご苦労を思い、その労をねぎらうため

に、介護手当の増額改正はできないか、伺う。 



３ 福 田  道 代 

市 長 

 

教 育 長 

1.子どもの貧困対策について 
(1) 就学援助の認定基準額を鹿児島市と同様の 1.35倍にして、対象

児童を広げるべきではないか。 

(2) 学校給食の無償化は約 8,400万円で実現できるとのことだが親 

の収入が低下している中で無償化が必要だと思うがどうか。 

(3) 本市の子どもたちには親の収入による学力差はみられないか。 

2. 川内原発について 
(1) 県知事は、今後、川内原発の 40年超の運転について国の考え 

方を聞いて判断するという趣旨の発言を行っているが市長の見 

解を伺う。 

(2) 7月 11日に発生した最大震度 5強の鹿児島市での地震以来、 

県内外で地震が続いているが、本市の避難計画は見直されたのか。 

(3) 要支援者（介護施設入所者・病院入院患者）などの避難計画の 

具体化は進んでいるのか。 

(4) 全国各地で地震が頻繁に発生している状況から、原発近隣の市 

民の安全を考えると、子どもや土川地域の住民には市独自で早急 

に安定ヨウ素剤を配布すべきと思うがどうか。 

3. 災害対策について 
(1) ゲリラ豪雨などによる被害が全国各地に広がっているが本市の 

対策は十分なのか。 

(2) 防災センター建設の予算が計上されているが、一部地下となる 

建設予定が適切なのか。 

4. 国民健康保険について 
(1) 平成 29年 6月議会での一般質問時に、広域化による国民健康保 

険税と納付金の金額は平成 30年 1月に決定するとのことであっ 

た。また、医療費の高い本市は、国民健康保険税が高くなると答 

弁されたが、試算はできているのか。 

(2) 現在、基金残高はいくらあり、今後、どのように対応するのか。 

(3) 基金の取り崩しと一般会計からの法定外繰り入れにより、一人 

当たり 1万円の国民健康保険税の引き下げを行うべきではない 

か。 

5. 市長の退職金について 
市長の退職金は適正であると考えるか。また、見直すべきではな 

いか伺う。 

 

 



一 般 質 問 通 告 順 序 表 

№2（平成 29 年 9 月 7 日） 

番

号 
質 問 者 質問の相手 質 問 の 要 旨 

１ 西 別 府  治 

市 長 

 

教 育 長 

1. 袴田地区の公園設置や道路整備について 
(1) 公園設置と市道認定状況について伺う。 

(2) 道路用残地のポケットパーク化について伺う。 

(3) 災害時に地域の防災活動の場となる小規模公園の設置につい

て、まち協・土地所有者・市の三者協定による無償使用ができな

いか伺う。 

2. 総合運動公園運営について 
(1) 総合体育館や多目的グラウンドなどの指定管理と利用状況につ

いて伺う。 

(2) 総合運動公園を利用した合宿等の状況について伺う。 

(3) 総合運動公園周辺の宿泊施設の新設について伺う。 

 

２ 大 六 野 一 美 市 長 

1. 公共施設の管理について 
第二次総合計画では、今後、公共施設を整理・統合しなければ現

在の財政を維持することは困難であるとの説明であった。 

(1) 整理・統合すべき具体的な対象施設について伺う。 

(2) 今後のエネルギーセンターの取扱いについて伺う。 

(3) 市来漁港の利用状況について伺う。 

2. 鳥獣被害について 
(1) 稲刈り時期になると、イノシシ、シカの被害が多い。被害対策 

について伺う。 

(2) サル、アナグマの被害が増えている。捕獲を強化する対策につ 

いて伺う。 

３ 宇 都 耕 平 

市 長 

 

教 育 長 

1. ふるさと納税について 
今年度の目標達成額は１０億円とされているが、現在の寄付額は

いくらか。また、目標額を達成するための今後の計画について伺う。

2. 中学校における部活動の現状と今後の課題について 
(1) 部活動での必要経費について伺う。 

(2) 保護者に対する経費助成はできないか伺う。 

(3) 部活動の顧問はどのような勤務実態になっているか。また、顧

問に対する負担軽減を図る必要はないか伺う。 

 


